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学校関係者評価委員会報告 

 

 

令和 5年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

 

１ 学校関係者評価委員 

①岸本 裕充（兵庫医科大学 主任教授） 

②黒井 比佐（梶デンタルクリニック 院長） 

③安田 篤史（㈱タカラベルモントデンタル事業部神戸営業所所長） 

④竹内 知恵（むつみ会（同窓会）会長） 

 

 

２ 学校関係者委員会の開催状況 

 第 1 回委員会 令和 6年 8月 1日（木) 16 時 30～17 時 40 分 

      （会場：兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科学院専門学校第 1実習室） 

 

 

３ 学校関係者評価委員会協議報告 

 別紙のとおり 

 

       以上 



別 紙 

 

令和 5年度第 1回学校関係者評価委員会 主な協議内容 

 

（1）令和 5年度自己評価について 

   

Ⅰ教育目標と令和 5年度の重点目標について 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ⅱ各評価項目について 

   1 教育理念・目的・育成人材像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   2 学校運営 

 

 

 

 

 

 

 

新入生と在校生の学生間および教員との交流を深める学院全体交流会としてレクリ

エーションを実施、チームワークの大切さやコミュニケーションの取り方を体験した。 

令和 7 年度より男女共学に移行するため、設備等の見直しを実施。厚生労働大臣指定

専門実践教育指定講座の対象校になるべく準備を進めた。 

高齢社会において、口腔機能の回復を中心とした歯科医療を通じて、食べる機能の回

復や口腔衛生の維持に努めることで、基礎疾患の重症化予防および質の高い生活を支援

することが求められている。歯科衛生士として必要な医科歯科連携や多職種連携への取

り組みが必要になる。令和 6 年度に神戸看護専門学校との学生間交流会を実施すること

となった。 

多方面で広く求められる歯科衛生士の育成に尽力していただきたい。 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行され、徐々に従来通りの学校生活が戻ってき

た。しかし、少子化の影響や歯科衛生士養成学校の増加により年々学生数が減少してい

る。入学定員数の見直しや新卒学生だけでなく社会人経験者が学びやすい環境整備など

対策が必要となる。 

兵庫県歯科医師会立学校として、50 年余に渡り地域医療のため 4,000 名を超える歯科

衛生士を育成している。 

豊かな人間性と実践力を備えた歯科衛生士の養成を教育理念の中心に置き、今後も教

育理念を具現化するための教育目標に基づき指導を充実させていただきたい。 

それとともに、患者の個人情報、貴重な研究資料などの取扱い方法、情報管理につい

ての教育と警鐘もこれまで以上に行うべきである。 

医療コミュニケーションの育成については現場でも多くの課題があり、在学中に基本

知識を身につけることが大切である。 

即戦力となる歯科衛生士の育成をお願いしたい。 

学校運営に関する事項は運営協議会において検討・協議され適切な運営を行ってい

る。 

毎年度、事業計画・事業予算を作成し、兵庫県歯科医師会理事会・代議員会の承認を

得ている。今後も引続き兵庫県歯科医師会と連携を図り、学校運営にあたっていただき

たい。 



 

   3 教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4 学修成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   5 学生支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラムに関しては、運営協議会および教育課程編成委員会にて検討され、「目

標」「教育項目」「授業内容」「成績評価」はシラバスに掲載されている。 

成績評価・単位認定に関しては学則に明確に定めており、問題は生じていないとの報

告からも適切な学生教育が行われていると判断できる。 

国家試験対策では 1 年次と 2 年次には各 1 回模擬試験を実施し、早期より試験を体

験させている。3 年次では 8 回実施しているが模擬試験の結果から成績不良科目を分析

し、専任教員が国家試験合格に向けた学習方法をアドバイスしている。また、夏期講座

や直前講座を開催し、夏期講座では知識の整理と確認を行い、国家試験直前 2 ケ月に

は科目講師による特別補講を行っている。さらに、弱点克服のための個別対応として専

任教員による個人補講を実施し、国家試験直前までサポート体制が出来ている。国家試

験に向けた手厚いサポートは高く評価する。 

  

徹底した国家試験対策や就職ガイダンス、教員による就職面接への対策により、高

い国家試験合格率と就職状況について評価できる。 

兵庫県下の歯科衛生士養成校が増加しているため、卒業生が増えることによる就職

の問題が今後の課題となるのではないか。 

就職活動時期の指導や就職地域の指導等、今後も手厚い就職支援を行っていただき

たい。 

担任制を取り学生一人一人と向き合った指導を行い、教員と学生との距離が近い関

係を築いている。 

体調不良者、成績不良者については早期に学生面談を実施し、保護者との連絡を密

に行うことにより退学率低減を図っている点は評価できる。 

また、スクールカウンセラーを置き、学生のメンタル面でのフォロー体制を取って

いることも学生支援としては重要である。 

国家試験不合格者に対しても本人の希望があれば国家試験補講が実施されている。 

令和2年度から始まった修学新制度に対応する機関となり対象者の授業料減免を実

施している。 

 



 

 

   6 教育環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   7 学生の募集と受入れ 

 

 

 

 

 

 

 

   8 財務 

 

 

 

 

 

 

 

   9 法令等の遵守 

 

 

 

 

 

   10 社会貢献・地域貢献 

 

 

 

 

 

実習中における患者等の個人情報の取扱いについて、学生の認識が低いように思わ

れる。個人情報保護に関する研修の強化を図っていただきたい。 

 ホームページ、スクールガイド、オープンキャンパス（年 9 回）、学校紹介サイト

などで積極的に学校紹介がなされている。 

また、プライベートオープンキャンパスの実施状況を確認、引き続き積極的な募集

活動を行っていただきたい。 

カリキュラムに対応した施設・設備・教育用具等を整備し、定期的に点検と見直し

を行っている。 

防災に対する取組みとして、災害備蓄品（飲料水、乾パン、簡易トイレ等）を整備

し、消防訓練の実施、災害マニュアルやサバイバルカードの作成等、積極的な取組み

がなされている。 

安全管理では、静脈認証による出入り管理を導入し、警察署の指導のもと防犯講習

を実施するとともに防犯グッズ（さすまた、ネットランチャー）を常備している。 

新型コロナウイルス感染防止対策として、教室や実習室に光触媒除菌機と除菌フィ

ルターを設置している。校内には AI 顔認証検温モニター、便座クリーナー、アルコ

ール消毒液と噴霧器を設置している。 

事業計画・事業予算、決算書は兵庫県歯科医師会理事会・代議員会で承認を受け、

適切に運営されている。 

今後も適宜事業計画の見直しを行い、計画に沿った事業予算に基づき運営を行って

いただきたい。 

ボランティアの内容については学校側が把握した上で学生に周知していただきた

い。 

今後とも兵庫県歯科医師会および兵庫県下の郡市区歯科医師会が主催する行事に

参加し、地域社会に貢献いただきたい。 


